
１．日米株式と円/ドルの推移（チャートは過去1年）

＜日本株＞ 　　＜円/ドル＞

2009/12/31 2010/2/26 2010/3/19
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 10,546.44 10,126.03 10,824.72 18,297.00 2007/6/20 6,994.90 2008/10/28
NYダウ ﾄﾞﾙ 10,428.05 10,325.26 10,741.98 14,198.10 2007/10/11 6,469.95 2009/3/6
円/ﾄﾞﾙ 円 93.02 88.97 90.54 124.13 2007/6/22 84.83 2009/11/27

当社が信頼できると判断した情報に基づき当社作成

２．日本株市場の振り返り

３．今週の主な予定
日程 曜日 国・地域 前回

3月24日 Wed 日本 貿易収支 2月 +630億円
3月24日 Wed 米国 耐久財受注 2月 2.6%
3月24日 Wed 米国 新築住宅販売件数（年換算） 2月 309千件
3月25日 Thu 日本 2年利付国債入札

3月25日 Thu 米国

3月25日 Thu ＥＵ 欧州連合（EU）首脳会議（ブリュッセル、26日まで）
3月26日 Fri 日本 全国消費者物価指数（除生鮮）（前年比） 2月 -1.3%
3月26日 Fri 米国 国内総生産（GDP）確定値（実質 前期比年率） 10-12月期 5.9%

日本

米国

当社が信頼できると判断した情報に基づき当社作成

４．日本株市場の見通し

今週の見通し

＜高値警戒感からやや軟調な展開を想定＞

今週の日本株市場は、為替が円高方向で推移していることや騰落レシオなどのテクニカル面で
の過熱感から、やや軟調な展開を想定しています。特に、25～26日に行われる欧州連合(EU)首
脳会議に向けて、EU各国のギリシャ支援への姿勢の違いが露呈した場合は、ユーロ安の進行
から日本株も調整すると予想します。また、第一生命の上場に伴う換金売りも、相場の頭を抑え
る要因と考えています。ただ、企業業績を中心としたファンダメンタルズは好調が続く中、日銀は
金融緩和姿勢を強めていることから、下値も限定的と考えています。指標では、日本については
24日発表の貿易収支、米国については24日の耐久財受注や新築住宅販売件数に注目していま
す。

＜続伸、1月につけた年初来高値に迫る＞

先週の日本株市場は、週間ベースで日経平均が+73.46円(+0.68％)、TOPIXは+12.55ポイント
(+1.34％)と続伸し、１月につけた年初来高値に迫る展開となりました。業種別(東証33業種)にみ
ると、空運業、石油・石炭製品、非鉄金属など31業種が上昇する一方、下落した業種は不動産
業、精密機器の2業種のみとなりました。週初、先々週末の日経平均先物・オプション3月限の特
別清算値(SQ)10,808.78円をトライする形で高く寄り付いて始まった後、一瞬このＳＱ値を上回る
場面はみられたものの、その後は達成感もあり、翌日16日(火)にかけてやや軟調に推移しまし
た。しかし、その夜、米国で開催されたＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会)において、景気見通しを
上方修正する一方、実質ゼロ金利政策を当面継続する方針を打ち出したことが好感され、米国
株市場が上昇したことを受けて、17日(水)の日本株市場も反発して始まりました。また、後場に入
ると、日銀が金融政策決定会合において、昨年12月に導入した新型オペの供給規模を10兆円
から20兆円に倍増することを発表したことから一段と上昇する展開となり、日経平均は一時年初
来高値にあと120円程度となる10,864.30円をつけました。その後週末にかけては、ギリシャの財
政問題への懸念が再浮上しユーロ安が進んだことなどから、高値圏で揉み合う展開となりまし
た。

先週の振り返り

決算発表　（2月通期）　3/26　ジーンズメイト　（12-2月期）　3/26　日本オラクル

決算発表　（12-2月期）　3/23　アドビ・システムズ　3/24　レッドハット　3/25　オラクル、ベスト・バイ
決算発表予定他

2010年3月23日

過去3年安値

項目

バーナンキFRB議長、下院金融委員会で出口戦略に
ついて証言

単位

＜米国株＞

過去3年高値
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金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第301号
（社）投資信託協会会員/（社）日本証券投資顧問業協会会員

円 ﾄﾞﾙ 円

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、当社といいます）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘
を意図するものではありません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。
資料中に記載されたグラフ、数値等は過去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であ
り、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定はお客様ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。

週刊 日本株レポート
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